見る と 沖 を 引 張った 妙な 異人の 女が、 ジェ コブの 小説 

はない かと 云って、 探して いる。 その 女の 顔 を どこか 

まえ 

で 見た よう だと 思ったら、 四 五日 前に 鎌 倉で 泳いで い 

るの を 見かけた ので ある。 あんな 崔嵬 たる 段 鼻 は 日本 

人に もめった にない。 それでも 小僧さん は、 レディ- 

ォヴ • ザ • バ アジなら ございます とか 何とか、 丁寧に 

おおかた 

挨拶して いた。 大方 この 段 鼻 も 涼しい ので 東京へ 出て 

来たの だろう。 

ひよ しちょう 

丸 善に 一 時間ば かりいて、 久しぶりで 日吉 町へ 行つ 

さよし ひとり 

たら、 清が たった 一人で、 留守番 をして いた。 入学 試 

さ 

験 はどうし たいと 尋 いて 見たら、 「ええ、 まあ ご と 云 



と 云う 関係 上、 もっと 恐縮して 然るべき 箬 である。 

帰りに 池の 端から 電車へ 乗ったら、 左の 奥歯が 少し 

痛み 出した。 舌 を やって みると、 ぐらぐら 動く やつが 

一 本 ある。 どうも 赤 木の 雄弁に 少し 祟られた らしい。 

三十日 

朝起きたら、 歯の 痛みが 昨夜より ひどくな つた。 鏡 

に 向って 見る と、 左の 頰が 大分 腫れて いる。 いびつに 

なった 顔 は、 確に あまり 体裁の^; いもの じ やない。 

そこで 右の 頰を ふくらせ たら、 平均が とれる だろうと 

思って、 そっちへ 舌 を やって 見た が、 やっぱり 顔 は 左 



みながら、 僕 は 明日 か 明後日 御嶽へ 論文 を 書きに 行く 

よと 云った。 どうせ 蔵 六の 事 だから 僕が よんだ つ て わ 

かるよう な もの は 書くまい と 思って、 また カント かと 

か 何とか ひやかしたら、 そんな もの じ やない と 答えた _ 

それから、 じ や デカルトだろう。 君 は デカルトが 船の 

中で 泥棒に 遇った 話 を 知ってい るかと、 自分で も 訳の 

わからない 事 を えらそう にしゃべ つたら、 そんな 事 は 

知らない さと、 あべこべに 軽蔑され た。 大方 僕が 熱に 

浮かされて いると でも 思った のだろう。 この あとで 僕 

さんかくじょうぎ さかさ 

の 写真 を 見せたら、 一 体 君の 顔 は 三角定規 を 倒 にし 

たような 顔 だのに、 こう 髪の毛 を 長く しちや、 いよい 



浮んだ。 どこか 遠い 所へ 行って おそらく は 幸福に くら 

している 人の 事で ある。 

僕 は 起きて、 戸 をし めて 電燈 をつ けて、 眠くなる ま 

で 枕 もとの 本 を 読んだ。 

(大正 六 年) 
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